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大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
上
伊
那
郡
美
篶
村
に
生
ま
れ

る
。昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
、
美
篶
小
学
校
高
等
科
卒
業
。

小
学
校
卒
業
以
来
、
家
業
の
農
業
に
従
事
す
る
。

昭
和
十
五
年
、
徴
兵
検
査
の
結
果
第
一
乙
種
合
格
。

昭
和
十
六
年
八
月
、
教
育
召
集
に
よ
り
金
沢
第
五
十
五
連
隊

に
入
隊
、
軍
事
教
育
を
受
け
る
。

昭
和
十
六
年
十
一
月
、
教
育
召
集
解
除
と
な
る
。

同
年
二
月
十
日
、
臨
時
召
集
に
よ
り
金
沢
第
五
十
二
部
隊

山
砲
隊
に
入
隊
。

昭
和
十
七
年
九
月
、
召
集
解
除
に
よ
り
帰
郷
す
る
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
、
第
十
一
次
永
和
三
峯
郷
開
拓
団
に
入

植
、
開
拓
に
従
事
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
日
、
臨
時
召
集
に
よ
り
嫩
江
第
十
二

遊
撃
隊
に
入
隊
す
。
八
月
十
日
ハ
ル
ピ
ン
満
鉄
総
局
配
属
と
な

る
。八
月
十
五
日
、
こ
こ
で
終
戦
を
迎
え
武
装
解
除
を
受
け
る
。

八
月
二
十
日
、
列
車
で
牡
丹
江
に
移
動
。
こ
こ
で
列
車
を
降

り
五
、
六
日
歩
い
て
弾
薬
庫
に
入
り
一
週
間
を
過
ご
し
、
そ
の

後
さ
ら
に
行
軍
に
行
軍
を
続
け
、
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
チ
ョ
ム
に

着
い
た
の
は
冬
も
間
近
に
迫
っ
た
九
月
二
十
七
日
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
。

こ
こ
ア
ル
チ
ョ
ム
の
収
容
所
は
以
前
ド
イ
ツ
兵
の
収
容
所
で

あ
り
、
当
時
ま
だ
ド
イ
ツ
兵
が
少
し
ば
か
り
残
っ
て
い
た
。
こ

の
収
容
所
は
炭
鉱
の
収
容
所
で
あ
り
、
仕
事
は
主
と
し
て
石
炭

の
坑
道
掘
り
で
あ
っ
た
。
一
日
二
十
四
時
間
三
交
代
で
堀
り
続

け
る
。
お
ま
け
に
休
日
は
な
い
。
ロ
シ
ア
人
の
監
督
は
作
業
量

を
重
視
、
ノ
ル
マ
を
強
要
す
る
。

し
か
し
食
糧
は
人
間
が
食
べ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
フ
ス
マ

の
お
粥
の
ほ
か
に
何
も
な
く
、
体
力
は
弱
る
ば
か
り
、
ノ
ル
マ

達
成
ど
こ
ろ
か
栄
養
失
調
に
よ
る
犠
牲
者
が
続
出
。

ま
た
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
の
炭
鉱
爆
発
の
発
生
に
よ
り
十

五
人
程
が
被
爆
、
ま
た
落
盤
事
故
等
に
よ
り
二
十
人
以
上
の
尊



い
生
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
最
悪
の
事
態
が
続
く
。

何
の
望
み
も
楽
し
み
も
な
い
、
た
だ
願
う
は
一
日
も
早
く
日

本
に
帰
り
た
い
、
こ
れ
が
唯
一
の
夢
だ
っ
た
。
こ
ん
な
と
き
、

日
本
兵
の
手
に
よ
っ
て
風
呂
が
造
ら
れ
、
週
に
一
回
位
の
入
浴

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
も
心
も
疲
れ
き
っ
て
い
た
時
だ

け
に
入
浴
に
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
も
心
休
ま
り
、
さ
さ
や
か
な

憩
い
の
場
と
な
っ
た
。

私
は
馬
舎
当
番
六
人
の
中
に
選
ば
れ
、
馬
八
頭
、
牛
六
頭
に

豚
等
の
飼
育
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
六
人
で

十
二
時
間
交
代
、
休
み
な
し
の
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
空
腹
に
堪
え
が
た
い
時
に
は
馬
糧
や
豚
の
■
を
食

べ
て
空
腹
を
し
の
ぎ
、
栄
養
失
調
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
。や
が
て
シ
ベ
リ
ア
に
四
度
目
の
冬
が
近
づ
く
九
月
、
待
ち
に

待
っ
た
帰
国
の
時
が
来
て
列
車
に
乗
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
時
に
千

人
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
皆
日
本
に
帰
る
日
を
夢
見
て
お
互
い
に

励
ま
し
合
っ
て
来
た
の
に
、
栄
養
失
調
、
重
労
働
等
に
耐
え
き

れ
ず
に
、
ま
た
事
故
等
に
よ
り
帰
国
の
夢
は
は
か
な
く
消
え
去

り
、
凍
土
シ
ベ
リ
ア
に
眠
る
二
百
余
人
の
友
を
残
し
て
行
く
の

は
残
念
だ
が
仕
方
な
い
。

や
が
て
列
車
は
ウ
ラ
ジ
オ
に
向
け
て
発
車
、
今
は
亡
き
友
の

冥
福
を
祈
っ
て
両
手
を
合
わ
せ
、
ア
ル
チ
ョ
ム
を
後
に
す
る
。

し
ば
ら
く
し
て
列
車
は
ウ
ラ
ジ
オ
に
到
着
。
四
、
五
日
し
て

ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
船
を
待
つ
。
し
ば
ら
く
待
つ
う
ち
、
引
揚

船
興
安
丸
が
入
港
す
る
。
こ
の
船
に
乗
船
。

長
か
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
解
放
さ
れ
て
舞
鶴
に
入
港
。

各
種
手
続
終
了
後
、
懐
か
し
い
我
が
家
に
帰
っ
た
の
は
昭
和
二

十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
。

帰
国
後
、
有
線
の
電
気
工
事
、
積
水
化
学
関
連
工
場
に
勤
務

し
、
無
事
定
年
退
職
し
現
在
に
至
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出
　 長野
県
　
横
内
弥
六
郎
　 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
十
六
日
、
長
野
県
諏
訪
郡
川

岸
村
に
生
ま
れ
る
。




